


































































































































































































































(1) Deci. Edward L., and Richard M. Ryan. Handbook of Self-determination Research. University of 
Rochester Press, 2004, p 49. 
(2) 大学やグループ購入の場合 20％の割引が適用され 1人あたり 1200円の購読料となる。年間購読料は
2500 円で、グループ購入の場合 2000 円である。（2018 年 3 月 18 日 X-Reading ホームページの情
報による。https://xreading.com/pages/helpcenter/subscription_rates） 
(3) Takase, Atsuko. “Japanese high school students’ motivation for extensive L2 reading.” Reading 



















































































































































































































































































1 2 3 4 5 6 7 8 9
「とてもそう思う」項目抽出結果
9月 1月
－ 121 －
・利用する前は、英語の本を読む機会は全く無かった。利用してみて、非常に使いやすく興味深いものだ
った。音声付きだったので、発音を調べずに知ることができて良いと思った。これからも時間あるとき
は、X-Readingを開いてみようと思った。 
・慣れるまで使いづらかったです。どうしても読むのに時間がかかってしまうので、授業内で 1冊読み切
るだけで終わってしまいました。翻訳しないと内容が分からないので大変でした。 
・初めて触れる教材で上手く扱えるか心配だったが、思った以上に操作が簡単だったので、とても楽しく
英語の本を読むことができた。終わり方（結末）が、微妙な本もいくつかあったが、それも含めて楽し
むことができた。英語に触れる機会が多くなった。 
・いろいろな本を読んで英語でこういう言い方をするのかなど、学べた。読んで英語が学べるので楽しか
った。 
・教科書を買わなくてよいので、お金がかからなくてよい。教科書だと気持ち的に強制的にやらされてい
る気がしていて、パソコンの方が自分のやりたいタイミングで集中してできた。 
・利用するまでは、英語で読むのがつらいなと感じていたが、利用してみると、楽しくて、もう 1冊、も
う 1冊ともっと読みたいと思うようになった。パソコンの方が読みやすいと思った。 
・始める前は文章の意味などが理解できなかったが、やっているときなどは、理解するために辞書などを
使い、結果、最初よりは理解できるようになった。もっと難しい作品にも挑戦したい。 
・英語で文を読んだことは今までなく、初めて授業を受けた時、少し抵抗があった。初めて読んだ時は単
語の意味も訳も分からなかったが、何度も読んで行くうちに、すらすらと読めるようになった気がする。
今回の授業ではレベルの簡単な本ばかり読んでいたが、次はもっとレベルの高い、知っている本を読ん
でみようと思った。 
・英語の文章を読む気が起きるようになった。前より読めるようになった。 
・英語で書かれている本に多く触れることができたのでとても良かった。大学図書館にわざわざ行って借
りる手間もなく、自分のパソコンで簡単に読めるところもとても良いと思う。今年でも来年でも英語の
一部のクラスのみではなく、他のクラスの人も利用できるようにするのは良いのではないでしょうか。 
・普段読まないような本を読むことで想像力が育った。さらにすべて英語で読むというのも普段では経験
しないことなので新鮮だった。今までは単語の文をパッと見ただけで読めるはずがないいと思っていた
けど、案外読めるということがわかった。 
 
② 英語でwritingを行った結果 
・英語でブックレポートを書くというのは、始めた当初はとても難しく感じていたが、なかなかできるよ
うになったと思う。 
・自分は昔から英語が苦手で、とくに writing が苦手だったけど、先生のアドバイスなどを活用したら前
よりは書けるようになって良かったです。 
・少しでも分かる単語が増えたと思う。一人称とか二人称とか現在形とか過去形とかを意識できるように
なった。 
－ 122 －
・文章の文法など、たくさん知ることができて良かった。自然と文法を覚えられたので、違う英語の授業
でも使えてとても良かったと思えたし、苦手意識があった英語をすらすらと書けていた自分に感動した。 
・知識になかった単語を知ること、書くことができた。文章構成などを上手くできるようになった。
・自分の思ったことを英語にする力がついて、英語の文章を書くスピードが早くなった。単語を覚えるこ
とができた。
・一年生のときは、英語で論文を書くことがなかったので、今回論文を書いたことによって、どのように
英文を書けばよいのかわかってきた。自分の力でたくさん英文をかけた時の達成感があった。
・文章を作るのが苦手でしたが、writingを続けていくうちにできるようになり、達成感があった。もっと
難しい文学に、挑戦したい。 
・英語は苦手です。全然書けませんでした。もう少し頑張ればよかったな、と思いました。
・writingをやってみて、最初は難しく感じたけれど、だんだんとできるようになった。結果、別の英語の
授業の speakingでも良い影響になった。
・先生に聞かないとわからなかったけど、書いていくうちに、自分だけで書けるようになった。仕事でも
役に立ちそう。
・段落構成を毎回書いていくうちに、文の書き方が上手になった。文法とか、普通の日本語を英語に変え
る能力が身についたと思う。
・英語が得意ではない方だったので、長い文章を書けるか心配だったけど、簡単な writing からやってい
くことで、長い文も書けるようになってきたので良かった。
・英語で書くことを行った。自分の語彙と文法が上達した気がした。自分の英語のレベルに良い役割を果
たしたと考えている。
・英語で書くことは考え方として日本語で書くことと一緒と思う。私にとって全部外国語だから、どうや
って自分の思いを伝えることは最優先している。でもやはり、英語、日本語、中国語と混じったときも
ある。頭の中で分けるのは大変だ。
・書ける単語が増えた。 
③ 自己成果
・英語が好きになった。 
・おもしろい話をいっぱい読んでいただけでなく、自分の英語を読むことと書く能力が高まった。
・writingの成果がとくにあったと思う。はじめは簡単なwritingからやったが、長い文を書くのを続けて
いたら、最後は A42枚ぐらい書けるようになったので、少し上達したと思う。 
・他の授業で、自分の行った出来事、行った場所を英語で発表する時、文章を上手くまとめられた。内容
や、最後に結末などを簡単にまとめることができるようになった。
・英語に触れる機会が以前より圧倒的に増えた。少しはwritingも上達したと思います。
・英語の本などに興味を持ち、読みたくなった。
－ 123 －
・自分でも分かるほど、英語の文章を読む力がついたと思う。他の授業でも役に立っていることが何より
も嬉しいです。
・英語は難しく、自分には全くできないと思っていたが、やり方によってはできるんだな、と思えた。
・英語で書くことを行った。自分の語彙と文法が上達した気がした。自分の英語のレベルに良い役割を果
たしたと考えている。
－ 124 －
